
【取組内容】 デザインシート（振り返りシート）のクラウド化と文字数カウント

甲州市立塩山中学校（山梨県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

各教科で授業の振り返りを行うデザインシートを活用していたが、LDXスクール事業の指定を受けた
昨年度、表計算ソフトによる電子化を行った。今年度は、そこからさらに生徒の学習に対する知識等の
アウトプット量を増やすための取組として、「入力文字数のカウント」に取り組んだ。本校で今年度取り
組んだデザインシートに関する取組は以下の3点である。

① 全学年統一の様式で道徳デザインシートの作成（表計算ソフト）
② 各教科で使用するデザインシートに文字数カウントの欄を追加
③ デザインシートの入力時間の確保（目標５分間）

例：ある学級の道徳のデザインシート

自己評価 を
入力する欄と
文字数をカウ
ントする欄を
作成

お互いの考えを
他者参照できる
ように出席番号
順に並べ、過去の
振り返りもしやす
いように次の題材
は右側に並んで
いる。



【取組内容】 デザインシート（振り返りシート）のクラウド化と文字数カウント

甲州市立塩山中学校（山梨県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【成果】
全教科共通の実施により、生徒への浸透

が早まった。また、文字数カウントによる入力
量の意識向上と、目標設定による意欲向上
が見られた。その他、入力時間の確保により、
タイピング技術向上にもつながった。
デザインシートの一覧化により、生徒一人

ひとりの思考を把握しやすく、個に応じたき
め細やかな指導が可能になった。また、生徒
自身も他者参照することにより、自分とは異
なる考えに触れることで、より深い学びの創
出に繋がっている。

年度当初は、文字数カウントは実施していなかっ
たが、参考として取り組み開始後にカウントの欄
を作成した。一番上の生徒は、83文字の入力。

取り組み開始後、アウトプット量が
飛躍的に増え、同じ一番上の生徒
は649文字入力している。

【課題・今後に向けて】
道徳に限らず各教科でのアウトプット量は

増えているが、個人差が見られる。また、アウ
トプット量は増えたが情報の羅列になってし
まっている状況が散見される。
⇒今後は、継続した活用によるタイピング
技術の更なる向上と、内容の精選やまとめ
方にも目を向けた指導をする必要がある。



【取組内容】 生徒会活動における情報共有のための汎用的なソフトウェアの活用

甲州市立塩山中学校（山梨県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

本校では、生徒会活動において委員会や部活動ごとにclassroomを作成しており、各活動や連絡等
に活用している。生徒たちが活動の中で積極的に表計算ソフト等を活用することで、情報活用能力の
育成を行っている。特に、この実践では「情報の整理・比較」「情報の発信・伝達」「情報の共有」「情報
モラル」といった点の育成につながると考える。事例として紹介する取組は以下の２点である。

① 学園祭の活動を知らせる日報における活用事例
② 福祉委員会のアルミ缶回収活動における活用事例

学園祭の日報（リンクあり）①

①学園祭の日報（リンクあり）

「全校生徒」というclassroomを利用して、学園祭の様々な
情報を掲載している。ここでは「日報」「取り組み計画」「時
程」「取り組み」の情報が一括して見られるようになっている。

部門の担当生徒が、その日の連絡を入力し全校
生徒への共有を図っている。また、各部門の
classroomも作成しているので、細かい連絡はそ
こで行っている。

生徒会執行部からのメッセージを毎日入力し、
様々な発信や共有を行っている。

http://#
http://#
http://#


【取組内容】 生徒会活動における情報共有のための汎用的なソフトウェアの活用

甲州市立塩山中学校（山梨県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

福祉委員のアルミ缶回収（リンクあり）②

②福祉委員のアルミ缶回収（リンクあり）

福祉委員会の委員長
が福祉委員に向けて
回収の当番の確認や
連絡を行っている。 最初は、表計算ソフトを活用して、

各学級の回収率を集計 するた
めの表を教員が作成し、 福祉
委員で共有しながら情報 の
整理・確認を行っていた。

委員長の発案で学級の
回収の取組の振り返りと
して評価（プルダウン）と
その理由を入力する欄を、
生徒自身で追加した。

【成果】
生徒会活動において、汎用的なソフトを活用すること

により、生徒自身が直接情報発信を行えるようになっ
た。また、クラウド化したことにより追加・修正、情報の
整理が容易になった。情報活用能力も育成できた。

表計算機能を
活用した回収量
の管理

http://#
http://#


【取組内容】 URLリンク集の活用による校務の効率化

甲州市立塩山中学校（山梨県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校務DXの取組として、「校内資料リンク集」を作成し、一枚の表計算シートから様々な資料にURLが
リンクさせている。また、出欠席の連絡をGoogleフォームを活用して行ったり、職員会議資料も表計算
シートで一括管理したりするなどの取組を行い、教員の働き方改革につなげている。

①校内資料リンク集
欠席連絡をfoamで行うことで全職員がその日の欠席状
況を一覧で把握できる。

アンケート等の報告・提出期限があるものについても一覧
になっているため、〆切を意識して業を行うことができる。

リンク集は常にカスタマイズが可能なので、追加・修正が容易である
ため使いやすくなるように変更していくことができる。フォルダ管理より
も必要なデータを見つけやすい利点がある。



【取組内容】 URLリンク集の活用による校務の効率化

甲州市立塩山中学校（山梨県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

②職員会議資料

議事録URLリンクが
あるので、確認も
容易にできる。

各協議事項の資料のリン
クが張ってあるため、それ
ぞれの資料にも簡単にアク
セスできるため、紙の資料
やPDFの資料よりも効率
よく情報の確認・即時修正
ができる。

各回の職員会議の資料が
シートごとにまとめられて
いるので、過去の資料も
探しやすい。

【成果】
校務DXの推進に

より、校務の効率化
が図られた。
リンク集の活用に

より、様々な公務に
関する情報に素早く
アクセスできるよう
になった。
出欠席の連絡を

回答フォームで行う
ことで、朝の 時間
の電話対応が少な
くなり、朝の 活動
の準備に余裕が生
まれたり、別の業務
に取り掛かることが
できるようになった。


